
10
・
13

当
番
年
次
会
議

10
・
16

札
幌
支
部
総
会

10
・
28

名
簿
委
員
会
議

11
・
５

仙
台
支
部
総
会

11
・
７

追
分
三
叉
路
会
総
会

11
・
13

近
畿
支
部
総
会

11
・
19

汀
友
会
総
会

11
・
27

茨
城
秋
高
会
総
会

●
こ
こ
手
形
中
台
に
校
舎
が
移
転

し
て
か
ら
、
早
五
十
年
近
く
の
年

月
が
流
れ
た
。
小
さ
か
っ
た
桜
の

苗
木
も
、
う
ぐ
い
す
坂
を
覆
う
ほ

哀
悼
︵
敬
称
略
︶

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
19
年

12
月

田
口
　
正
明
︵
昭
31
︶

佐
藤
　
　
研
︵
昭
36
︶

平
成
20
年

９
月

小
林
　
清
吉
︵
昭
24
︶
定

平
成
21
年

２
月

小
濱
　
昭
一
︵
昭
26
︶

３
月

伊
藤
　
俊
雄
︵
昭
18
︶

６
月

赤
木
　
義
矩
︵
昭
27
︶

７
月

木
村
　
　
傳
︵
昭
26
︶
定

８
月

伊
藤
　
　
彰
︵
昭
５
︶

10
月

杉
本
　
宣
夫
︵
昭
35
︶

矢
内
　
健
之
︵
昭
36
︶

内
山
　
隆
之
︵
昭
56
︶

11
月

工
藤
　
俊
三
︵
昭
12
︶

吉
井
　
忠
和
︵
昭
19
︶

本
間
　
和
雄
︵
昭
26
︶

12
月

清
水
　
　
均
︵
昭
42
︶

平
成
22
年

１
月

青
木
　
　
昭
︵
昭
20
⑤
︶

淀
川
　
武
男
︵
昭
30
︶

２
月

中
山
　
慶
一
︵
昭
15
︶

３
月

加
賀
谷
幸
次
郎
︵
昭
12
︶

小
松
　
　
誠
︵
昭
13
︶

佐
藤
廣
太
郎
︵
昭
13
︶

銭
谷
象
二
郎
︵
昭
14
︶

角
田
登
美
夫
︵
昭
22
︶

丸
山
　
　
謙
︵
昭
22
︶

雨
宮
　
芳
男
︵
昭
23
︶

木
村
　
洋
𠮷
︵
昭
25
︶

松
本
耕
次
郎
︵
昭
28
︶

大
門
　
信
一
︵
昭
51
︶

４
月

京
野
　
五
一
︵
昭
16
︶

三
浦
　
忠
四
︵
昭
16
︶

鈴
木
　
時
久
︵
昭
18
︶

菊
地
　
辰
巳
︵
昭
22
︶

相
沢
　
　
寛
︵
昭
25
︶

加
藤
　
勝
義
︵
昭
32
︶

大
川
　
誠
一
︵
昭
33
︶

八
柳
　
武
和
︵
昭
36
︶

佐
藤
　
浩
隆
︵
昭
59
︶

５
月

山
村
　
　
満
︵
昭
17
︶

並
木
　
岡
一
︵
昭
20
④
︶

柴
田
　
要
三
︵
昭
27
︶

佐
々
木
三
樹
︵
昭
32
︶

中
塚
　
清
人
︵
昭
35
︶

６
月

京
極
　
　
浩
︵
旧
職
員
︶

神
田
　
　
勉
︵
旧
職
員
︶

井
上
　
　
肇
︵
旧
職
員
︶

細
谷
　
行
雄
︵
昭
12
︶

石
井
　
茂
治
︵
昭
13
︶

嵯
峨
亀
太
郎
︵
昭
13
︶

小
森
唯
三
郎
︵
昭
16
︶

加
藤
　
　
寛
︵
昭
20
④
︶

佐
藤
　
文
政
︵
昭
20
④
︶

亀
井
　
宥
一
︵
昭
24
︶

木
口
　
隆
志
︵
昭
30
︶

内
藤
　
　
毅
︵
昭
38
︶

７
月

佐
藤
　
正
夫
︵
昭
11
︶

伊
藤
　
　
正
︵
昭
16
︶

川
尻
　
茂
三
︵
昭
17
︶

大
嶋
　
　
清
︵
昭
21
︶

小
野
寺
盛
明
︵
昭
30
︶

白
川
　
淳
三
︵
昭
30
︶

佐
藤
　
　
均
︵
昭
39
︶

８
月

鷲
谷
　
澄
夫
︵
昭
20
⑤
︶

山
本
　
勝
朗
︵
昭
20
④
︶

佐
々
木
　
稔
︵
昭
27
︶

富
田
　
祥
子
︵
昭
49
︶

斎
藤
　
實
則
︵
旧
職
員
︶

９
月

能
登
　
文
敏
︵
昭
14
︶

成
沢
　
正
夫
︵
昭
20
⑤
︶

米
谷
　
　
正
︵
昭
29
︶

柳
　
　
栄
夏
︵
昭
33
︶

堀
井
　
軍
平
︵
昭
34
︶

三
浦
　
亮
一
︵
昭
46
︶

寄

贈

図

書

﹁
あ
き
た
昔
語
り
﹂

冨
野
巳
代
治
︵
昭
７
卒
︶

﹁
三
Ｇ
か
わ
ら
ば
ん
﹂
昭
29
年
卒

︱
古
稀
祝
賀
特
集
︱
︵
含
四
冊
︶

﹁
獨
楽
庵
切
抜
帳
﹂
五
～
十
月
号

冨
野
巳
代
治
︵
昭
７
卒
︶

﹁
珍
版
秋
田
語
の
教
科
書
﹂

増
補
改
訂
版

加
藤
　
隆
久
︵
昭
46
卒
︶

平
成
22
年
会
務
事
項
報
告

発
行
者

秋
田
県
立
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会

秋
田
市
手
形
字
中
台
一
番
地

電
話
〇
一
八
(八
三
二
)九
五
五
三

印
　
刷

武
内
印
刷
株
式
会
社
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田
は
水
が
良
く
、
木
が
生
長
で
き

る
土
が
あ
る
。
世
界
で
も
こ
ん
な

恵
ま
れ
た
場
所
は
な
い
﹂
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
。
す
ば
ら
し
い
場

所
に
私
た
ち
は
い
る
ん
だ
な
と
思

っ
た
。
▼
同
窓
会
館
﹁
羽
城
館
﹂

が
校
地
内
に
で
き
て
十
六
年
経
っ

た
。
学
校
林
の
杉
材
で
作
っ
た
建

物
は
、
内
部
が
ロ
ッ
ジ
風
の
二
階

建
て
で
あ
る
。
資
料
室
・
会
議

室
・
事
務
室
な
ど
が
あ
り
、
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
▼

八
月
、
由
利
本
荘
市
矢
島
の
旧
家

﹁
大
井
家
﹂
の
大
井
益
二
様
︵
Ｓ

37
︶
か
ら
お
宝
発
見
の
報
を
い
た

だ
き
、
う
か
が
っ
た
。
約
百
年
前

の
母
校
野
球
部
の
写
真
な
ど
多
数

見
つ
か
っ
た
。
そ
の
お
写
真
を
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
ポ
ス

タ
ー
サ
イ
ズ
に
し
て
い
る
。
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
よ
い
季
節
に
手

形
山
の
校
地
を
見
学
が
て
ら
、
同

窓
会
館
に
も
お
立
ち
寄
り
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

●
﹁
同
窓
会
だ
よ
り
﹂
は
、
今
年

総
会
が
早
ま
っ
た
せ
い
で
五
月
・

十
一
月
発
行
に
な
っ
た
が
、
来
年

か
ら
元
︵
七
月
・
一
月
︶
に
戻
し

て
は
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。

今
後
検
討
し
、
お
知
ら
せ
し
た
い
。

ど
に
成
長
し
、
春
に
は
見
事
な
桜

の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
っ
て
新
入
生

を
迎
え
て
い
る
。
五
月
に
は
ツ
ツ

ジ
が
緩
や
か
な
通
学
路
の
両
側
を

彩
り
、
六
月
に
か
け
て
は
ア
カ
シ

ヤ
の
白
い
花
房
の
甘
い
香
り
が
校

舎
を
包
み
、
夏
を
迎
え
る
。
▼
手

形
山
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
学
舎
は
、

太
平
山
か
ら
昇
る
朝
日
を
受
け
、

日
本
海
に
沈
む
夕
日
を
あ
び
る
。

晴
れ
た
日
は
南
に
遙
か
鳥
海
山
を

望
み
、
眼
下
に
は
清
ら
か
な
旭
川

の
流
れ
、
向
か
い
側
の
河
岸
段
丘

に
は
平
和
公
園
を
見
る
。
旭
川
は

平
成
22
年
７
月
～
11
月

７
・
３
～
８
・
27

羽
城
館
企
画
展

７
・
23

広
報
委
員
会

７
・
30

企
画
委
員
会

７
・
31

北
秋
田
支
部
総
会

８
・
23

Ｈ
Ｐ
委
員
会

８
・
25

名
簿
委
員
会
議

８
・
27

財
政
委
員
会

９
・
１

創
立
137
周
年
記
念
日

９
・
27

運
営
委
員
会︵
役
員
会
︶

10
・
８

第
二
回
理
事
会

秋
田
の
市
街
地
や
千
秋
公
園
方
面

に
流
れ
下
っ
て
、
雄
物
川
に
合
流

す
る
。
晩
秋
、
生
徒
が
部
活
動
を

終
え
下
校
す
る
頃
、
清
澄
な
空
気

を
通
し
て
見
る
秋
田
市
の
夜
景
は

美
し
い
。
▼
先
日
、
大
学
卒
業
後

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
数
十
年
に
な

る
同
窓
の
ご
夫
妻
が
見
え
た
。﹁
秋

事
務
局
だ
よ
り


